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点検・評価シート（２） 

 

大和市生涯学習推進計画 

                 （教育委員会所管分） 

 

◆ 評価の基準について ◆ 

○施策目標の「総合評価」 

Ａ評価 施策目標の実現に向けて、期待を上回る結果が表れている。 

Ｂ評価 施策目標の実現に向けて、期待された結果が表れている。 

Ｃ評価 施策目標の実現に向けて、期待された結果が表れていない。 

 

○個別目標の方向の「達成度」 

Ａ評価 個別目標の進捗状況が、2７年度に期待された結果を上回っている。 

Ｂ評価 個別目標の進捗状況が、2７年度に期待された通りの結果になっている。 

Ｃ評価 個別目標の進捗状況が、2７年度に期待された結果を下回っている。 
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■実施計画掲載事業と平成２７年度の実績                                      

▼個別目標１―（１） 生涯各期に合わせた学習機会の提供   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策目標１ 学習による自己充足を図ります 

人は学習することで、心身の充足感を満たすことができます。 

生きがいを見つけてそれを実現するために学びを必要とし、その学習過程や学習成果によって、自

己充足することができます。 

施策目標１では、生涯各期、市民ニーズや現代的課題、スポーツや健康、そして芸術・文化・歴史

といった、４つの個別目標に基づき市民一人ひとりが学習によって自己充足できるよう、学習機会の

提供をします。 

 

●乳・幼児期に対応する学習機会を提供します。 

・保護者同士の交流の場や学習機会を提供することによって、乳・幼児と保護者がともに学び、成長

できるような学習機会を提供します。 

●青少年期に対応する学習機会を提供します。 

・「生きる力」を養うために、生涯にわたって学び続ける意欲や、自らが考え、判断し、行動できる 

資質や能力を身につける学習機会や体験活動を提供します。 

●成人期に対応する学習機会を提供します。 

・心にゆとりを持ち、さらなる自己開発をめざすために、趣味や教養、就労に関する学習、高齢期に 

向けての生きがい探しや健康づくりのための学習などさまざまなジャンルに対応した学習機会を

提供します。 

●高齢期に対応する学習機会を提供します。  

・高齢化に伴う新たなライフスタイルに対応した学習機会として、趣味や教養、健康に関する学習機 

会のほか、生きがいづくりとしてのボランティアや地域活動に活かせる学習機会についても提供し 

ます。 
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（１）講座等の開催 （乳・幼児期）                        [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]    乳・幼児期に関する講座等を開催しました。    

学級や講座を増やすとともに、交流の場となる 

保育室の開放を行いました。 

 

 

 

 

                          

                                    父親力ＵＰ講座 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

市企画運営の乳・幼児

期事業数 

計画：44 事業 

実績：42 事業 

計画：44 事業 

実績： 

計画：45 事業 

実績： 

計画：45 事業 

実績： 

保育室開放や相談事業

などの事業数 

計画：36 事業 

実績：39 事業 

計画：36 事業 

実績： 

計画：37 事業 

実績： 

計画：37 事業 

実績： 

 

 

（２）学習団体による学習成果の地域還元 （乳・幼児期）          [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]   乳・幼児期の子育て等に関連した市民の学習団体が企画・運営する講座などに対し、施設の 

優先予約や企画相談などの支援をしました。 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

学習団体企画運営の

乳・幼児期事業数 

計画：20 事業 

実績：21 事業 

計画：20 事業 

実績： 

計画：26 事業 

実績： 

計画：26 事業 

実績： 

 

 

（３）読書活動の推進                                [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]    図書館及び保育園などにおいて乳・幼児を 

対象としたおはなし会を開催しました。 

ブックスタートなど、乳幼児と保護者に本との 

出会いや親しむ機会を提供しました。 

 

 

 

                                        

[計画と実績]                                         ブックスタート 
 

 H27 H28 H29 H30 

おはなし会の開催数 計画：88回 

実績：88回 

計画：66回 

実績： 

計画：88回 

実績： 

計画：88回 

実績： 

４か月児健診時の図書 

の配布 

（ブックスタート） 

計画：実施 

実績：実施 

計画：実施 

実績： 

計画：実施 

実績： 

計画：実施 

実績： 
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（４）講座等の開催 （青少年期）                         [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]   青少年が自主性や協調性を養えるようなさまざまな 

社会体験や自然体験などができる講座や 

イベント等を開催しました。 

 

 

 

 

                                                    つくって たのしむ 紙芝居 

[計画と実績]  
 

 H27 H28 H29 H30 

市企画運営の青少年期

事業数 

計画：25 事業 

実績：25 事業 

計画：25 事業 

実績： 

計画：25 事業 

実績： 

計画：25 事業 

実績： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）学習団体による学習成果の地域還元 （青少年期）           [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]   市民の学習団体が企画・運営する体験講座や入門講座といった青少年期に対応する講座等 

に対し、施設の優先予約や企画相談などの支援をしました。 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

学習団体企画運営の青

少年期事業数 

計画：5 事業 

実績：4 事業 

計画：5 事業 

実績： 

計画：6 事業 

実績： 

計画：6 事業 

実績： 

 

（６）青少年の健全育成                               [担当] こども・青少年課 

[事業内容]    青少年が自主性や協調性を養えるようなさまざまな社会体験や自然体験などができる講座や 

イベント等を開催しました。 

                                                  

[計画と実績] 

 

 

 

 H27 H28 H29 H30 

ユースクラブが知識や

技術を習得するための

会議や研修の日数 

計画：27 日 

実績：26 日 

計画：27 日 

実績： 

計画：27 日 

実績： 

計画：27 日 

実績： 
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（７）こども体験事業の実施                             [担当] こども・青少年課 

[事業内容]   さまざまな体験を通して豊かな感性や 

リーダーシップを養える事業を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

公募の青年を中心とし

た実行委員会による事

業の実施 

計画：実施 

実績：実施 

計画：実施 

実績： 

計画：実施 

実績： 

計画：実施 

実績： 

 

 

（８）講座等の開催 （成人期）                           [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]    成人期に対応する学習機会として、教養や就労、 

生きがい探し、健康づくり等をテーマとした 

講座等を開催しました。 

 

 

 

 

 

                                 保育ボランティアを体験しよう！ 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

市企画運営の成人期事

業数 

計画：8 事業 

実績：10 事業 

計画：8 事業 

実績： 

計画：8 事業 

実績： 

計画：8 事業 

実績： 

 

 

 

 

 

（９）学習団体による学習成果の地域還元 （成人期）             [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]    市民の学習団体が企画・運営する人材養成講座や体験講座といった成人期に対応する講座 

等に対し、施設の優先予約や企画相談などの支援をしました。 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

学習団体企画運営の成

人期事業数 

計画：7 事業 

実績：21 事業 

計画：7 事業 

実績： 

計画：7 事業 

実績： 

計画：7 事業 

実績： 

  

 

こども体験事業 
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（１０）講座等の開催 （高齢期）                          [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]   高齢期に対応する教養、健康や生きがい、ボランティアなどに関する講座等を開催しました。 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

市企画運営の高齢期事

業数 

計画：7 事業 

実績：8 事業 

計画：7 事業 

実績： 

計画：7 事業 

実績： 

計画：7 事業 

実績： 

 

 

 

（１１）学習団体による学習成果の地域還元 （高齢期）           [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]    市民の学習団体が企画・運営する交流事業など高齢期に対応する講座等に対し、 施設の優 

先予約や企画相談などの支援をしました。 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

学習団体企画運営の高

齢期事業数 

計画：5 事業 

実績：2 事業 

計画：5 事業 

実績： 

計画：5 事業 

実績： 

計画：5 事業 

実績： 

 

 

 

 

  

　－64－　



 

65 

 

▼個別目標１―（２）  市民のニーズや現代的課題に合わせた学習機会の提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）講座等の開催                                 [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]    講座等の実施に際してアンケートや市民を募って企画委員会を実施するなど、市民のニーズ 

を把握し、講座等を実施しました。 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

アンケート調査の実施

回数（講座事業すべて

において実施） 

計画：175回 

実績：177回 

計画：175回 

実績： 

計画：184回 

実績： 

計画：184回 

実績： 

 

 

（２）講座等の開催 （現代的課題）                        [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]    地球環境の保全、国際理解、男女共同参画 

などの「現代的課題」に関する講座等を開催しま 

した。 

 

 

 

 

 

外国につながる方対象  

地域のリーダー養成講座 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

市企画運営の現代的課

題の事業数 

計画：25 事業 

実績：24 事業 

計画：25 事業 

実績： 

計画：25 事業 

実績： 

計画：25 事業 

実績： 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）学習団体による学習成果の地域還元 （現代的課題）         [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]    市民の学習団体が企画・運営する環境や平和など、現代的課題に対応する講座等に対し、

施設の優先予約や企画相談などを支援しました。 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

学習団体企画運営の現

代的課題の事業数 

計画：29 事業 

実績：15 事業 

計画：29 事業 

実績： 

計画：30 事業 

実績： 

計画：30 事業 

実績： 

 

 

 

●市民のニーズに応える学習機会を提供します。 

・変化する市民のニーズを把握し、それに応える学習機会を提供します。 

●社会の要請に合わせた「現代的課題」に関する学習機会を提供します。 

・地球環境の保全、国際理解、男女共同参画社会の実現、情報化社会への対応、家庭教育支援など、

市民が日々生活する上で知り、理解しておくことが望まれる学習機会を提供します。 
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▼個別目標１―（３）  スポーツや健康に関する学習機会の提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）講座等の開催 （健康を増進する講座等）                 [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]  市の企画・運営による食育やスポーツなど 

健康を増進する講座等を開催しました。 

 

 

 

 

 

 

                                   男性の心得～料理のい・ろ・は 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

市企画運営の健康を増

進する事業数 

計画：7 事業 

実績：5 事業 

計画：7 事業 

実績： 

計画：9 事業 

実績： 

計画：9 事業 

実績： 

 

 

（２）学習団体による学習成果の地域還元 （健康を増進する講座等）  [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]    市民の学習団体が企画・運営するスポーツ講座など健康を増進する講座等に対し、施設の 

優先予約や企画相談などの支援をしました。 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

学習団体企画運営の健

康を増進する事業数 

計画：25 事業 

実績：29 事業 

計画：25 事業 

実績： 

計画：26 事業 

実績： 

計画：26 事業 

実績： 

 

 

 

 

  

●スポーツに親しむための学習機会を提供します。 

・市民の学習団体が企画・運営するスポーツ講座等を支援することで気軽に参加できる学習機会を 

提供します。 

●健康を増進する学習機会を提供します。 

・健やかに楽しく生きるために、さまざまな健康増進や食について学習する機会を提供します。 
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▼個別目標１―（４）  芸術・文化・歴史に関する学習機会の提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）ギャラリーの貸出（会議室等の貸出）                   [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]    ギャラリーにおける展示が盛んになるよう、芸術文化にかかる学習団体に働きかけ、より多く

の団体の発表の場としました。 

またギャラリーの利用に際しては、広報やまと、チラシ配布、ホームページ等を用い、広報周 

知の支援も行いました。 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

窓口などにおける説明

や働きかけ 

計画：実施 

実績：実施 

計画：実施 

実績： 

計画：実施 

実績： 

計画：実施 

実績： 

 

 

（２）学習団体による学習成果の地域還元 （芸術や文化事業）      [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]   市民等の学習団体が企画運営する音楽会や朗読会などの芸術や文化に親しむイベント等に 

対し、施設の優先予約や企画相談などの支援をしました。 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

学習団体企画運営の芸

術や文化事業数 

計画：31 事業 

実績：21 事業 

計画：31 事業 

実績： 

計画：31 事業 

実績： 

計画：31 事業 

実績： 

 

（３）つる舞の里歴史資料館の運営                       [担当] 文化振興課 

[事業内容]    市民が気軽に郷土の歴史や文化を知ることのできる機会として、講座や企画展示を実施し、 

その周知を図りました。 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

講座や企画展示の 

実施 

計画：実施 

実績：実施 

計画：実施 

実績： 

計画：実施 

実績： 

計画：実施 

実績： 

さまざまな情報媒体を

用いて広く市民に周知 

計画：実施 

実績：実施 

計画：実施 

実績： 

計画：実施 

実績： 

計画：実施 

実績： 

 

 

 

●芸術や文化に親しむ学習機会を提供します。 

・芸術鑑賞の機会・芸術文化に関する講座など、市民が芸術や文化に親しむ学習機会を提供します。 

●歴史や伝統が受け継がれていくための学習機会を提供します。 

・市民が伝統文化を知る機会の充実を図り、歴史や文化が後世に継承されていくための学習機会を 

提供します。 

・郷土資料や文化財・史跡などについては、調査・研究の上で公開・展示といった形の学習機会も 

提供します。 
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（４）郷土民家園の運営                               [担当] 文化振興課 

[事業内容]   市指定の文化財として、郷土民家園を開放しま        

す。郷土学習の場となるよう、年中行事・教室・ 

展示などの企画事業を行いました。 

 

 

 

 

 

 

                                                           郷土民家園 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

企画事業の開催回数 計画：36回 

実績：33回 

計画：36回 

実績： 

計画：36回 

実績： 

計画：36回 

実績： 

 

 

 

 

（５）下鶴間ふるさと館の運営                           [担当] 文化振興課 

[事業内容]   郷土学習の場となるよう、企画展・年中行事などの企画事業を行いました。 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

企画展・年中行事・自主

事業の開催回数 

計画：20回 

実績：15回 

計画：20回 

実績： 

計画：20回 

実績： 

計画：20回 

実績： 
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施策目標 １ 教育委員会の自己点検評価 

 

個別目標１―（１）  生涯各期に合わせた学習機会の提供   [施策の達成度] Ｂ 

 [施策の成果] 

・生涯各期におけるさまざまな問題をテーマとして、市民ニーズに応じた学習機会を提供しました。また、

事業実施後には、事業の成果の把握に努めました。 

【乳幼児期】乳幼児家庭教育セミナー（学級）や子育てネットワーク作りのための保育室開放事業などの事

業を実施しました。参加者数が伸びないといった前年度までの課題を踏まえ、乳幼児期を対象

としたそれぞれの講座受講者等への周知を積極的に努めた結果、ある講座の受講者たちが誘い

合って別の講座に参加するなどの効果が見られ、参加者数が飛躍的に増加（対前年度比較1,952

人の利用者増）しました。 

保育室開放事業では、保護者同士の情報交換や簡単な相談ができるように幼児教育の学識経験

者などを招くことで、保護者や子どもが安心して参加できるような環境を整えました。 

その結果、参加者のアンケートでは、「先生の助言で本当に助かりました。」「安心して相談で

きる。」「話をするだけで気が晴れるのでまた参加したい。」「同じ位の月齢の子どもと交流でき、

発達についての話を伺えてよい時間になりました。」などのご意見をいただきました。 

参加者同士の交流が図れたとともに、保護者の育児に対する悩みの解消、孤立化の予防などの

効果が得られ、乳幼児を抱える保護者の心の負担軽減につながりました。 

【青少年期】青少年期の子どもを持つ保護者のための児童家庭教育セミナー（学級）のほか、青少年のため

の体験活動の場を提供しました。夏休みに開催する紙芝居制作などのものづくり講座やボラン

ティア体験講座、自己表現能力を育む講座など、さまざまな機会を提供し、参加者の豊かな感

性や社会性を育みました。 

      紙芝居制作の講座では、講座の終了後、受講者に完成した作品のコンクールへの応募を呼びか

けたところ、ほとんどの受講者が応募し、その結果、受賞者も出ました。また、作品のギャラ

リー展示を行うなど受講者の自己表現力や積極性が育まれ、講座後にもさまざまな広がりをみ

せました。 

【成 人 期】家庭・地域・職場で活用できる自己開発・能力開発等のための講座を実施しました。また、市

民団体による自主事業の支援を推進したことで、市民団体の実施した事業数も大幅に増加しま

した。なかでも、学習センターが実施する家庭教育セミナー等において子どもたちを預かるボ

ランティアの養成講座では、現場での体験を通してボランティアの意義ややりがいを学ぶ機会

を提供することができました。その結果、アンケートでは参加者全員が「活動に対する不安が

解消された」と回答しており、一時預かりボランティアの活動に対する不安を解消することが

できました。さらに、参加者の半数がボランティア登録を行ったことで、翌年度以降の保育室

開放事業の企画、実施につながり、学習の成果はすぐに活動に活かされています。 

【高 齢 期】高齢者の生きがいや健康づくりのためのシニアセミナー等、超高齢社会に向け、心豊かなシニ

アライフに関わる講座を行いました。講座終了後に他の事業等と連携し、学習した成果を発揮

できる場を設けたことにより、実施後受講者から「達成感を得られた」などの感想が寄せられ、

地域交流の活性化につながりました。 

・図書館では、「こども読書力向上プラン」の実施計画の重点項目である「家読
うちどく

」を推進するため、家
うち

読
どく

ブックリストや家読
うちどく

ノートを配布しました。また、夏休み期間には、図書館資料等から出題される「夏

休み図書館チャレンジクイズ」を実施し、図書館施設等の利用を促進したほか、前年好評だった小学

校低学年の親子に加え、小学校中学年まで対象を拡大した「調べる学習チャレンジ講座」や、おすす

めの本を紹介し合う「ビブリオバトル入門講座」を開催するなど、子どもが本と触れあえる機会をさ

らに増やすことができました。 

・「ユースクラブ」など、子どもが企画から運営まで参加できる体験機会を提供しました。また、被災地訪問

から事後研修、青少年健全育成大会での発表までを行う「こども体験事業」など、子どもが貴重な体験を

することができる機会を提供しました。 
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※上記の表における「学習団体」の欄は、市民等で構成される学習団体が実施した講座や教室（市との共催

事業を含む）の延べ参加者数を記載しています。 

[今後の課題] 

・市主催の講座等を開催するとともに、受講者が継続して学習できるよう、ともに学びあう場所づくりやサ

ークル等の団体として、自立した活動が可能となるような支援をしていく必要があります。 

・家庭を取り巻く環境の変化が著しいことから、家庭教育に関する学習機会の充実が求められており、自主

性や創造性を育て、実践につなげる支援が必要です。 

・平成２８年１１月より新しい生涯学習センターにおいて、指定管理者による運営が開始することから、こ

れまでの事業内容や学習団体との連携について十分に調整を行う必要があります。 

・親子で本に触れ合う環境を整えるためにはブックスタートの継続やおはなし会の充実が効果的であること

から、図書館運営管理が指定管理者に移行した後も、引き続き、おはなし会等を担うボランティアの養成

を含め、事業の継続を図る必要があります。 

・家庭での読書活動をより広めるため、家読
うちどく

推進事業として、こどもが読書活動を始めるきっかけづくりと

なる取り組みを充実していく必要があります。 

・ユースクラブでは、延べ参加者数の増加を図ることができましたが、今後も運営を安定的かつ継続的に行

えるよう引き続き若い世代（中学生、高校生）の会員の確保に努める必要があります。 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（H22） 

実績値 最終目標値 

（H30） H27 H28 H29 H30 

乳・幼児期に対応

する講座や教室な

ど事業への延べ参

加者数 

人 

市主催 

12,684 14,522 

 

 

 

  16,210 

学習団体 

5,047 

 

5,325 

 

   11,210 

保育室開放や交流

事業などの延べ参

加者数 

人 17,130 
 

20,331 
   21,070 

図書館や保育園な

どでのおはなし会

の延べ参加者数 

人 1,549 1,850    2,000 

絵本を配布した４か

月児健診受診者の

割合(％) 

％ 97.5 95.1    97.5 

青少年期に対応す

る講座や教室など

事業の延べ参加者

数 

人 

市主催 

1,140 

 

1,453 

 

 

 

 

 

 

 

1,440 

学習団体 

300 

 

85 

 

 

 

 

 

 

 

520 

ユースクラブの活動

日数 
日 65 92    85 

こども体験事業の参

加者数 
人 － 29 定員数 

成人期に対応する

講座や教室などの

事業の延べ参加者

数 

人 

市主催 

78 

 

292 

 

 

 

 

 

 

 

98 

学習団体 

60 

 

1,325 

 

 

 

 

 

 

 

150 

高齢期に対応する

講座や教室などの

事業の延べ参加者

数 

人 

市主催 

       222 

 

441 

 

 

 

 

 

  

 

370 

学習団体 

       652 

 

1,200  

 

 

 

 

 

 

 

730 
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※上記の表における「学習団体」の欄は、市民等で構成される学習団体が実施した講座や教室（市との共催

事業を含む）の延べ参加者数を記載しています。 

 

 

 

個別目標１―（２） 市民のニーズや現代的課題に合わせた学習機会の提供 [施策の達成度] Ｂ 

[施策の成果] 

・市民が社会の急激な変化に対応し、人間性豊かな生活を営むために必要な課題を現代的課題といいます。

男女共同参画型社会のための講座や、ノーマライゼーションの実現に向けた手話講習会など、さまざま

な現代的課題をテーマとした学習機会の提供に努めました。また、市の関係課や関連団体と共催するこ

とで、より実態に則した課題を考える機会を提供することができました。 

・市民への聞きとり調査やアンケート調査の結果などの分析を通じて、地域課題を見つけ出し、その課題

解決に向けた講座を実施しました。複数年度にわたり実施することで、課題解決につながるものと考え

ており、初年度は「外国につながる方対象 地域のリーダー養成講座～日本語力・コミュニケーション

力アップ編～」として実施しました。実施後のアンケート調査では、参加者から「難しかった」などの

ご意見もいただきましたが、全員が地域活動への参加意欲は強くなったと回答しており、参加者の意識

の変容が確認できました。また、参加者のうち３名がボランティア講師に登録し、当該事業の効果が現

れています。 

 

[今後の課題] 

・市民が抱えている問題を捉えるために常に市民とのコミュニケーションを図るよう心掛けるとともに、

社会情勢の変化を注視し、情報収集する必要があります。 

・講座の開催にあたっては、動機付けやねらいを明確にし、市民に参加を促す必要があります。 

・講座終了後のアンケートの実施や、講座参加者との交流などを通じて市民のニーズを把握することが必

要です。 

・市は、様々な分野の現代的課題を業務として扱っています。世間の関心の高い防災や人権の担当課等と

連携・共催し、それら担当課の業務を通じて、市民への学習機会を提供する必要があります。 

・地域課題講座については、実績や市民が求めるニーズ等を踏まえ、目標達成に向けた事業の検討、調整が必

要です。 

 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（H22） 

実績値 最終目標値 

（H30） H27 H28 H29 H30 

アンケートによ

って把握する参

加者の満足度（満

足度とは、アンケ

ート回答総数の

うち、大変満足・

満足と回答した

割合） 

％ 

学級講座 

    61 

 

94 

 

 

 

 

 

 

 

90 

現代的課題に関

する講座や教室

などの事業の延

べ参加者数 

人 

市主催 

2,358 

 

8,158 

 

 

 

 

  

 

 

     2,510 

学習団体 

3,000 

 

1,916 

 

 

 

 

 

 

 

3,440 
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※上記の表における「学習団体」の欄は、市民等で構成される学習団体が実施した講座や教室（市との共催

事業を含む）の延べ参加者数を記載しています。 

 

 

 

 

  

個別目標１―（３）  スポーツや健康に関する学習機会の提供 [施策の達成度] Ｂ 

[施策の成果] 

・高齢者を対象に健康長寿を目指す講座や、アンチエイジングに関する講座、また男性の健全な食生活の

実践について学ぶ講座等、健康維持・増進に関する学習機会を提供し、健やかに楽しく生きるための知

識を深め、健康づくりの実践につなげるきっかけを作りました。男性向けの料理講座では「今後も継続

的に調理実践していく意識が芽生えた」と回答した人数が９割を超えるなど意識の変容が確認できまし

た。 

・市民の学習団体が企画・運営するスポーツ講座の支援を行い、卓球教室、健康体操や社交ダンスなど、

気軽に参加できる学習機会を提供しました。 

 

[今後の課題] 

・市民の健康に対する意識の高まりとともに、市や市民団体が開催する健康体操などへの関心が強くなっ

ています。市民ニーズに応じた学習機会を提供するための一つの手段として、市民団体の活動を広く周

知していく必要があります。 

・市主催事業数及び延べ参加者数が減少しているため、市民ニーズを踏まえた参加しやすい講座の実施を

検討していく必要があります。 

・より多くの方が気軽に参加できるよう、さまざまな教室やイベントに関する参加者アンケート等を実施

して、企画内容を充実させるとともに、広報・周知方法等をさらに工夫する必要があります。 

 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（H22） 

実績値 最終目標値 

（H30） H27 H28 H29 H30 

健康を増進する講

座や教室などの事

業の延べ参加者

数 

人 

市主催 

       101 

 

 325           150 

学習団体 

       924 

 

1,077      1,200 
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個別目標１―（４） 芸術・文化・歴史に関する学習機会の提供  [施策の達成度] Ｂ 

[施策の成果] 

・各学習センターにおいて音楽公演会、ミニコンサート、入門講座等を実施し、芸術・文化活動の充実を

図りました。 

・つる舞の里歴史資料館では、さまざまな企画展のほか、「つるまい土曜講座」を実施し、入館者の増加を

図りました。また、下鶴間ふるさと館では「ふるさと館まつり」を開催し、市民に親しまれるよう工夫

しました。 

 

[今後の課題] 

・新たな芸術文化ホールの開館に向け、芸術活動や文化活動を行う市民団体と共に、文化芸術活動をさら

に推進していく必要があります。 

・市民団体による芸術や文化に関する事業の実施数、ギャラリーでの展示開催延べ日数が前年度に比べ減

少しているため、団体の支援や施設の周知など、一層努める必要があります。 

・つる舞の里歴史資料館、郷土民家園、下鶴間ふるさと館の文化財３施設については、年中行事の実施な

ど施設の個性や魅力を伝えるよう努めました。今後も入館者の増加に向けて、企画内容や展示テーマを

検討していく必要があります。 

 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（H22） 

実績値 最終目標値 

（H30） H27 H28 H29 H30 

ギャラリーでの展

示会開催延べ日

数（つきみ野・桜

丘・渋谷の各学習

センター） 

日 703 678  740 

学習団体が自主

的に企画運営する

芸術や文化に関

する事業（講座や

教室などの延べ

参加者数） 

人 868 1,895    1,570 

つる舞の里歴史資

料館で開催する講

座の延べ参加者

数 

人 86 164   140 

各文化施設の 

延べ入館者数 
人 

つる舞の里

歴史資料館 

6,131 

 

 

4,691 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6,370 

郷土民家園 

    74,874 

 

49,861 

 

 

 

 

 

 

 

80,000 

下鶴間 

ふるさと館 

7,378 

 

 

6,323 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7,600 
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施策目標１ 学習による自己充足を図ります 

[総合評価]   Ｂ 

 

[施策目標１に対する評価及び目標達成に向けた施策の展開方針] 

 

・学習による自己充足を図るため、生涯各期に応じた学習機会の提供や、現代的課題及びスポーツや

健康に関する学習機会の提供に積極的に取り組んでおり、概ね成果が得られています。 

・各学習センターが主催する講座・教室、また図書館によるおはなし会など、市民のニーズを捉えた、さま

ざまな年齢層を対象とした事業を実施し、生涯各期に合せた学習機会を提供することができました。 

・講座などの終了時には、アンケート調査などを実施し、調査結果を踏まえて次回以降の事業に役立てまし

た。 

・その結果、参加者の知識を深めるのみにとどまらず、受講後の意識変容や、サークル化への意欲、学習の

成果の活用などの意向を確認することができ、継続性を伴った学習機会の提供が図れました。 

・全体として昨年度に比べ、市主催の事業が減少したものの、学習団体の自主事業が増加しました。学習成

果の発表の場として、また学習を通じた交流や人との関わりを生みだす場として、学習団体が開催する講

座や教室等は、重要なものと捉えており、学習団体が活発に活動できるよう支援するとともに、新たな学

習団体に対して開催を働きかけていったことが要因と考えられます。 

・実施した講座に対する参加者の満足度については、最終目標値90％を上回る94％となっており、講座等

の質的向上は図られているものと考えており、市民ニーズを捉え充実した学習機会の提供を図ることがで

きたと考えます。 

・今後も、事業の質的向上を目指し、事業内容の精査や、事業実施後の成果の把握だけではなく前年度の反

省を踏まえて事業を企画・実施し、一層の充実を図る必要があります。 

・平成２７年度における文化財３施設の入館者数は、秋に実施したつる舞の里歴史資料館企画展の来場者が

昨年に比べ減少したこともあり、伸び悩みました。今後の入館者数の増加を目指して、３施設の合同企画

展など、より魅力ある事業展開に努めます。 
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■実施計画掲載事業と平成２７年度の実績                                      

▼個別目標２―（１）  情報提供や学習相談による支援  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策目標２ 学習により人と人とをつなげ、地域に学習活動を広げます 

仲間と共に学ぶことによって、相互のつながりや交流が生まれます。 

学びを通して市民が互いに連帯感を深めることができるよう、積極的に支援していくことが必要

です。 

施策目標２では、情報提供や学習相談による支援、地域での学びを支える担い手への支援、そし

て地域のコミュニティづくりへとつながる活動や団体への支援といった、３つの個別目標に基づ

き、自主的な学習活動をより多くの市民に広げていきます。 

 

（１）生涯学習情報の提供および学習相談の実施（学習情報収集コーナー）   [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]   学習情報収集コーナーが学習センターに設置していることの周知を図り、常に新しい情報 

を提供しました。 

[計画と実績] 

 H27 H28 H29 H30 

さまざまな情報媒体を用

いて広く市民に周知 

計画：実施 

実績：実施 

計画：実施 

実績： 

計画：実施 

実績： 

計画：実施 

実績：  

 

 

●生涯学習に関する情報提供の充実によって、市民の学習をより活発にします。 

・必要としている人に必要とされる情報が届き、学習活動へとつながるよう、体系的かつ効果的な 

情報伝達をしていきます。 

・講座の内容や募集方法、施設の場所や利用方法など、さまざまな学習に関する情報提供をしていき 

ます。 

・催事情報・人材情報・団体情報などについても、各種メディアによる提供を充実させます。 

・関係施設に関する情報や、民間情報についても積極的に提供するなど、情報を収集・整理し、提供

する機能を充実させます。 

●学習相談によって、市民の学習をより活発にします。 

・学習希望者のさまざまなニーズに対応するため、適切・的確な学習相談ができる支援体制を整えま 

す。 
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（２）図書資料の貸出                                      [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]   さまざまな図書資料を幅広く収集し、市民に貸し出し、その学習活動を支援しました。 

また、図書館間の相互貸借などにより、利用者が必要とする資料提供を行いました。 

[計画と実績] 

 

  H27 H28 H29 H30 

図書館の蔵書数 計画：520,000 冊 

実績：525,746 冊 

計画：532,000 冊 

実績： 

計画：545,000 冊 

実績： 

計画：555,000 冊 

実績： 

 

（３）生涯学習情報の提供および学習相談の実施（生涯学習・社会教育の専門職員の配置）    

    [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]    市民の学習相談に対応できるよう、さまざまな関連情報を収集整理し、生涯学習・社会教育の 

専門職員を配置しました。 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

社会教育主事の配置 

人数 

計画：12人 

実績：9人 

計画：12人 

実績： 

計画：12人 

実績： 

計画：12人 

実績： 

社会教育指導員の 

配置 

計画：配置 

実績：配置 

計画：配置 

実績： 

計画：配置 

実績： 

計画：配置 

実績： 

 

（４）図書情報の提供                                [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]   図書館のホームページや新着図書の情報提供を充実させ、レファレンス（利用者が必要とす 

る資料や情報を検索・提供すること）業務に活かしました。 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

参考図書数 計画：31,000 冊 

実績：31,200 冊 

計画：39,000 冊 

実績： 

計画：40,000 冊 

実績： 

計画：41,000 冊 

実績： 

レファレンス業務 計画：実施 

実績：実施 

計画：実施 

実績： 

計画：実施 

実績： 

計画：実施 

実績： 

 

 

 

 

 

 

 

  

　－76－　



 

77 

 

▼個別目標２―（２）  人材や団体の育成と活用に関する支援 

 

 

 

 

 

 

（１）社会教育関係団体等の登録および育成                 [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]   地域学習交流事業を推進することで、サークル活動を活発にし、より多くの社会教育関係団体 

を育成しました。 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

地域学習交流事業を 

実施する団体数 

計画：92団体 

実績：90団体 

計画：92団体 

実績： 

計画：92団体 

実績： 

計画：92団体 

実績： 

 

※ 地域学習交流事業は、制度改正に伴い、支援事業のみを対象とする制度となりました（共催事業は制度対象

外となりました）。しかし、実績値比較のため、共催事業実施の団体数も含んで抽出しています。 

 

（２）図書ボランティア養成講座の実施                  [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]    読み聞かせボランティアを養成するため、スキルに合わせた講座を実施しました。 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

「読み聞かせボランティ

ア養成講座」等の開催

回数 

計画：13回 

実績：11回 

計画：13回 

実績： 

計画：13回 

実績： 

計画：13回 

実績： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●学習者や学習支援者、学習団体の育成と活用に関する支援を充実します。 

・市民の学習活動が円滑に行われるよう学習者や学習支援者、学習団体を支援します。それとともに 

「知の循環型社会」の構築をめざし、学習の成果を市民の生涯学習の推進に活かします。 

　－77－　



 

78 

 

▼個別目標２―（３）  学習による市民相互の交流への支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）生涯学習センターまつりの実施                       [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]   学習センターまつりに利用団体のみならず、地域の団体にも広く参加を呼びかけ、より多くの

団体の発表・交流の場としました。 

また、市民の実行委員会による実施を推進しました。 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

学習センターまつりに 

参加してもらうための 

説明会や企画相談等 

計画：実施 

実績：実施 

計画：実施 

実績： 

計画：実施 

実績： 

計画：実施 

実績： 

 

 

（２）学習団体による学習成果の地域還元                   [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]   市民の学習団体が企画運営する発表会や展示会等の地域交流型講座等に対し、施設の優先 

予約や企画相談等の支援をしました。 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

利用懇談会等で支援 

システムを説明した回

数（5 館合計） 

計画：15回 

実績：9回 

計画：15回 

実績： 

計画：15回 

実績： 

計画：15回 

実績： 

利用者懇談会等で企画

相談について説明した

回数（5 館合計） 

計画：15回 

実績：9回 

計画：15回 

実績： 

計画：15回 

実績： 

計画：実施 

実績： 

 

 

  

●市民相互が交流し、地域コミュニティを育むことができるような学習活動や学習成果の発表を支援 

します。 

・学習による市民相互が交流できる場を充実します。 

●市民の交流機会を創出する学習団体を支援します。 

・学習成果の発表などによって、交流を創出する学習団体への支援を充実します。 
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施策目標 ２ 教育委員会の自己点検評価 

 

 

  

個別目標２―（１） 情報提供や学習相談による支援  [施策の達成度] Ｂ 

[施策の成果] 

・これまで発行していた「生涯学習がいどぶっく」を見直し、学習情報をよりコンパクトにまとめた「生

涯学習支援ガイド」を発行するとともに、「広報やまと」等各種媒体を活用し、継続的に学習情報の提供

や、窓口・電話での学習相談を行い、学習を希望する市民の支援に努めました。同じ学習者から、次の

学習相談が入ることもあり、継続的な学習につながっています。 

・学習団体の活動を他の団体や市民の学習の場として広げるため、窓口において、学習団体の活動内容の

説明などをきめ細かに行い、積極的に活動を行っている団体の支援に努めました。また、学習団体に対

しては発表や体験会、講習会等の企画やPR方法の助言及び支援を行い、市民交流の促進を図ることで、

地域に学習活動を広げています。 

・学習相談事業について周知を図り、身近な場所での学習情報の提供に努めることで、学習情報コーナー

の利用件数が増加しました。 

 

 [今後の課題] 

・新しい生涯学習センター（指定管理者による運営）と連携し、より多くの市民に学習機会の情報を提供

できるように調整が必要です。 

・生涯学習を推進するための一つの手段として、学習相談を実施していますが、今後、情報提供を含め効

果的な学習相談の手段を検討する必要があります。 

 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（H22） 

実績値 最終目標値 

（H30） H27 H28 H29 H30 

施設情報検索を含

めた学習情報収集

コーナーの利用件

数 

件 11,618 10,780    12,500 

市民一人当たりの

貸出冊数  
冊 4.57 4.68         5.87 

学習団体や講座

など学習に関する

相談件数 

件 5,182 3,962    6,810 

レファレンス受付

件数 
件 206 161    300 
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≪参考≫読み聞かせボランティア養成講座等延べ参加者数補足資料 

講座名 H27 H28 H29 H30 

入門編 43    

ブラッシュアップ編 49    

乳幼児編 50    

ストーリーテリング 34    

※読み聞かせやストーリーテリング等のボランティア養成のため、受講者のスキルや実際に読み聞かせ等を行う

場合の対象者によって講座の内容を変えて、計４種類の読み聞かせボランティア養成講座等を開催していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別目標２―（２） 人材や団体の育成と活用に関する支援 [施策の達成度]  Ｂ 

[施策の成果] 

・学習の多様化に伴い、市民によるさまざまな活動が行われています。そうした活動に対する相談支援を

通して、学習団体の増加を図りました。 

・市民団体が実施するスポーツやレクリエーション活動を通じて、市民の体力向上及び青少年の健全育成

に努めました。 

 

[今後の課題] 

・学習者の高齢化などにより、活動の継続が困難となっている団体が増えています。継続して団体活動が

行えるよう相談や支援を推進し、情報提供や学習機会の提供等をとおして会員の増加や、新規学習団体

の立ち上げを支援するとともに、団体活動の活性化や自立に向けた支援策についても検討する必要があ

ります。 

・学習団体間の交流の活発化を図り、団体内の活動から地域・社会へ広がりのある活動にする必要があり

ます。 

 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（H22） 

実績値 最終目標値 

（H30） H27 H28 H29 H30 

学習団体の登録

数  

団

体 
1,300 1,600    1,650 

「読み聞かせボラ

ンティア養成講座」

等延べ参加者数 

人 260 176    285 
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※ 地域学習交流事業は、制度改正に伴い、支援事業のみを対象とする制度となりました（共催事業は制度対象 

外となりました）。しかし、実績値比較のため、共催事業も含んで抽出しています。 

 

 

 

 

 

 

  

個別目標２―（３） 学習による市民相互の交流への支援 [施策の達成度]  Ｂ 

[施策の成果] 

・社会教育関係団体等を対象とした利用者懇談会などの際に、学習団体の交流・発表の場である「学習セ

ンターまつり」への参加を促したため、参加団体が最終目標値に達し、市民相互交流の充実が図られま

した。「学習センターまつり」の開催にあたっては、学習の成果を発表する場の設置に向け、準備から当

日まで、関係する団体の方々が積極的に議論を重ねながら進めていることから、自然に他団体との交流

が生まれます。参加団体の方々がいきいきと活動に取り組む姿は、目を見張るものがあり、この活動が

有意義なものとなっていることがうかがえます。 

・市民による生涯学習社会を推進するため、社会教育関係団体等が実施する学習活動を積極的に支援し（地

域学習交流事業）、学習による市民と団体との相互交流の推進に努めました。その結果、昨年度よりも学

習団体主催事業が増加し、団体の学習活動をきっかけとして参加者が団体に加入するなど、発展的な活

動につながっています。 

 

  

[今後の課題] 

・社会教育関係団体以外の団体等へも学習活動への参加を働きかけ、市民への学習活動を通じた交流機会

を継続して提供していく必要があります。そのためには、多様な学習等が継続して行えるよう、行政の

協力体制を整える必要があります。 

・メンバーの高齢化に伴い団体運営が困難になりつつあるなかで、交流を創出するための工夫が必要です。

 

 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（H22） 

実績値 最終目標値 

（H30） H27 H28 H29 H30 

学習センターまつ

り参加団体数 

（5 館合計） 

団

体 
149 165    165 

 

 

 

地域学習交流事

業の支援件数 

 

件 

生涯各期・

現代的課

題・芸術文

化に関する

事業   

        54 84    88 

その他  

交流事業 

 39 23    45 
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施策目標２ 学習により人と人とをつなげ、地域に学習活動を広げます [総合評価]    Ｂ 

 

[施策目標２に対する評価及び目標達成に向けた施策の展開方針] 

 

・地域の学習活動の拡大のために、学習活動の情報提供、学習実践者及び団体活動に関する支援、学

習を通じた市民交流の促進に積極的に取り組んでおり、概ね成果が得られています。 

・市民から寄せられる多様な学習ニーズに応じた情報提供や学習相談を行い、市民の学習の充実を図

りました。 

・学習団体の登録や学習センターまつりへの参加について積極的に支援することで、学習を通じた市

民相互の交流を生み出すとともに、連帯感を強めることができました。 

・社会教育主事及び社会教育指導員を各学習センターに配置し、情報提供や学習相談に対応すること 

で、学習を希望する方のさまざまなニーズに対応することができました。 

・学習団体が行う事業の支援を積極的に周知、実施することで団体の市民向け自主事業の増加につな

がりました。 

・今後も継続して、自主的な学習活動をより多くの市民に広げるため、団体が学習成果を発表できる

場を設け、学習の地域還元と市民の相互交流が図れるよう支援していきます。 

・引き続き、人と人とのネットワークづくりに努め、次世代につなげる活動の支援や、地域での学び

を支える担い手への支援を行っていきます。 

・学習情報利用者数や学習相談件数が減少傾向にあるため、社会の変化や市民ニーズ等を捉え、学習

相談のあり方を検討していく必要があります。 

・図書館では、レファレンス業務に活用される参考図書数の増加を図り、学習活動の支援に努めまし

た。また、利用者が調べ物をする際の参考となるよう「パスファインダー（※注１）」を作成しまし

た。業務が指定管理者に移行した後も、より高度なレファレンス業務体制の整備に努めます。 

 

≪※注１≫ パスファインダーとは、あるテーマや話題について資料や情報を探したいときの参考に、手始めと

なる基本資料の一部や調べ方を紹介した手引きです。 
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■実施計画掲載事業と平成２７年度の実績                                  

▼個別目標３－（１） 施設の整備と充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）社会教育・スポーツ・文化施設の管理運営                                   

 [担当] 図書・学び交流課､こども・青少年課、文化振興課 

[事業内容]    適正な施設の維持管理や、速やかな修繕を実施しました。 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

適切な整備 

機能の充実 

計画：実施 

実績：実施 

計画：実施 

実績： 

計画：実施 

実績： 

計画：実施 

実績： 

 

（２）新たな生涯学習施設の整備                         [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]    多様な学習活動や文化芸術の振興に対応する生涯学習施設の整備に着手しました。 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

生涯学習施設 計画：建設 

実績：建設 

計画：完成 

実績： 

計画：提供 

実績： 

計画：提供 

実績： 

 

 

 

 

  

施策目標３ 学習のための環境や仕組みを整えます 

施策目標１・２を達成するためには、学習のための環境づくりや仕組みづくりが欠かせません。 

そのため施策目標３では、施設の整備と充実、生涯学習を支援・推進する体制の充実、および 

関係機関との連携推進といった、3 つの個別目標に基づき、生涯学習を推進するための基盤を 

充実します。 

●学習施設の適切な整備と機能の充実により、快適な学習環境を実現します。 

・施設の整備を推進するとともに、既存施設の適切な活用を行いながら、機能の充実を図り、快適な 

学習環境を提供します。 

・老朽化した生涯学習センターと図書館にかわる新たな生涯学習施設を整備します。 
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▼個別目標３―（２） 支援・推進体制の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）社会教育委員会議の運営                           [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]   社会教育委員会議（定例会・臨時会）等を開き、生涯学習の振興のための施策について協議し 

ました。 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

会議開催数 計画：4回 

実績：6回 

計画：4回 

実績： 

計画：4回 

実績： 

計画：4回 

実績： 

 

 

 

  

●行政の専門性を生かして、市民の生涯学習を支援します。 

・行政の各部門と連携した生涯学習施策を推進します。 

●学識経験者とともに生涯学習活動を推進する方策の検討を行います。 

・生涯学習活動を推進するために、方策の検討を行う各種会議を実施します。 
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▼個別目標３―（３）  関係機関との連携推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）学習団体による学習成果の地域還元                   [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]   学習団体が学習した成果を市民に還元する機会を増やすために、利用者懇談会や生涯学習 

推進説明会等で「地域学習交流の実施方法やその意義」について説明しました。 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

利用者懇談会等におけ

る説明会数（5 館合計） 

計画：15回 

実績：9回 

計画：15回 

実績： 

計画：15回 

実績： 

計画：15回 

実績： 

 

（２）特別教室の開放                                [担当] 図書・学び交流課 

[事業内容]   学校との調整を図りながら、地域の学習の場としての特別教室の開放をしました。そのために、 

学校開放のための学校開放運営委員会を開催し調整を図りました。 

[計画と実績] 
 

 H27 H28 H29 H30 

学校開放運営委員会 

会議開催数 

計画：2回 

実績：2回 

計画：2回 

実績： 

計画：2回 

実績： 

計画：2回 

実績： 

 

  

●より幅広い生涯学習施策を推進するため、学校や市民の学習団体、民間教育機関、個人ボランティ

アなどとの連携を図ります。 

・学校との連携を図り、学校施設を生涯学習の場として開放するほか、その教育力を生涯学習に活か

します。 

・民間教育機関、市民の学習団体や個人ボランティアなどとの連携により、その教育力を生涯学習施

策に活かします。 
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施策目標 ３ 教育委員会の自己点検評価   

 

 

 

 

  

個別目標３―（１）  施設の整備と充実 [施策の達成度] Ｂ 

[施策の成果] 

・大和駅東側第四地区市街地再開発事業において、大和市文化創造拠点として、芸術文化ホールや、新た

な図書館及び生涯学習センターなどの開設に向けた準備を進めました。大和駅近くの公益施設に公共機

能を集約することにより、市民の利便性を図ることができます。 

・公益施設の開設にあたっては、図書館及び学習センター機能の充実を図り、利用者の視点に立ったサー

ビスを提供できるよう調整しています。 

・市民が郷土の生活文化に気軽に接することができるよう、歴史的建造物（郷土民家園・下鶴間ふるさと

館）の保存と一般公開に努めました。 

・泉の森キャンプ場は前年度並みの利用があり、青少年団体や親子のふれあいの場として活用されました。

 

[今後の課題] 

・公益施設の開設にあたっては、連携からさらに融合へと利用者の視点に立ったサービスを提供できるよ

うさらに検討する必要があります。 

・歴史的建造物は貴重な文化財であるとともに、地域の文化を継承し、郷土愛を醸成するための重要な拠

点となっています。保存状態を良好に保つために、計画的な維持管理を行っていく必要があります。 

 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（H22） 

実績値 最終目標値 

（H30） H27 H28 H29 H30 

 

 

社会教育・文化施

設の利用件数 

件 

・

人 

学習センタ

ー 

37,229 36,758     44,820 

泉の森ふ

れあいキ

ャンプ場 

14,051 14,959    14,150 

各文化施設の延

べ入館者数 

再掲 

人 

つる舞の里

歴史資料館 

6,131 

 

 

4,691 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6,370 

郷土民家園 

    74,874 

 

49,861 

 

 

 

 

 

 

 

80,000 

下鶴間 

ふるさと館 

7,378 

 

 

6,323 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7,600 

新たな生涯学習施

設の整備 
― ― 建設   

 

 
市民に提供 
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※審議した案件 

  ①平成27年度社会教育関係団体への補助金について 

  ②社会教育委員の活動について 

③教育委員会点検・評価（案）について 

④平成27年度社会教育委員会議から選出する委員について 

  ⑤平成27年度社会教育委員に関する研修会等について 

  ⑥大和市立視聴覚ライブラリーの設置に関する条例を廃止する条例について（諮問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別目標３―（２）支援・推進体制の充実 [施策の達成度]  Ｂ 

[施策の成果] 

・社会教育関係団体等による地域の交流機会の拡大により、学びを通じた交流や地域のコミュニティが生

まれています。 

・社会教育委員会議では、核家族化及び地域における地縁的なつながりの希薄化による家庭の教育力の低

下に焦点をあて、家庭教育について研究をすすめました。 

 

 [今後の課題] 

・社会教育関係団体やボランティア講師間の交流に留まることなく、さまざまな団体による交流が活発に

行われることにより、市民が生涯学習を行うきっかけとすることが、今後とも必要です。 

・社会教育委員による活動が継続的に行える環境を整え、学習課題の発見、個人的立場からの意見具申等、

今日的役割りのさらなる向上を図る必要があります。 

 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（H22） 

実績値 最終目標値 

（H30） H27 H28 H29 H30 

審議した案件数 件 

社会教育 

委員会議 

5 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

      6 
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※ 地域学習交流事業は、制度改正に伴い、支援事業のみを対象とする制度となりました（共催事業は制度対象

外となりました）。しかし、実績値比較のため、共催事業実施の団体数も含んで抽出しています。 

 

 

 

 

 

施策目標３ 学習のための環境や仕組みを整えます [総合評価]    Ｂ 

 

[施策目標３に対する評価及び目標達成に向けた施策の展開方針] 

 

・個別目標達成に向け、積極的に取り組んでおり、概ね成果が得られています。 

・学びによる充足感を満たし、地域に学習活動を広げていくためには、学習のための環境や仕組みを 

整え、それを周知していく必要があります。 

・学習活動を支援し、推進するためには、学校や市民の学習団体との連携と協力が必要です。青少年 

指導員などの協力により、地域における人とのつながりを広げていくことができました。 

・地域における学習の場として、多くの方に特別教室を利用いただいています。今後も、特別教室開

放推進委員会との連携により、より利用しやすい特別教室の開放を目指します。 

・地域を基盤とした組織や団体の活動は、市民交流の促進や地域コミュニティの形成につながります。

活動を継続的に支援し、住みやすいまちづくりを目指します。 

 

個別目標３―（３）関係機関との連携推進 [施策の達成度]  Ｂ  

[施策の成果] 

・地域学習交流事業を積極的にPRすることで、実施団体が増加しました。 

・青少年指導員連絡協議会の各部会の開催や地区活動が活発に行われ、地域で青少年健全育成に取り組み

ました。 

 

[今後の課題] 

・継続して学習団体が自主事業を行えるよう、より地域学習交流事業の活用をPRし、支援していくことが

必要です。 

・より幅広く生涯学習施策を推進するためには、地域との連携が不可欠となります。しかしながら、高齢

化やライフスタイルの変化により、青少年指導員など新たな人材の確保が困難な状況となっています。 

・地域での活動をより活性化するため、青少年指導員と地域の青少年育成関係団体との連携を強化する必

要があります。 

 

成果を計る主な指標 
単

位 

計画策定時 

（H22） 

実績値 最終目標値 

（H30） H27 H28 H29 H30 

地域学習交流事

業を実施する学習

団体数 

団

体 
72 90    92 

特別教室開放を実

施している学校数 
校 6 9    28 

青少年指導員の

活動延べ日数 日 456 422    460 
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― 事 務 担 当 ― 

教育部 教育総務課 政策調整担当 

℡ 046（260）5203（直通） 

文化スポーツ部 文化振興課 政策調整担当 

℡ 046（260）5255（直通） 

 

   

 


